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　品目別に見ると、
緑茶が25％増の
364億円で好調。ラ
テやスイーツ向け
の原料として米国
などで引き合いが
強まった他、健康
志向で欧州向けが
伸長しました。米が
28％増の120億円
で、すしやおにぎり
人気を受けて外食
向け需要が拡大。
リンゴは21％増の
201億円で、春節の
贈答需要で台湾
向けを中心に大きく伸ばしました。

　国・地域別では、米国が04年以来20年ぶりにトップ
に返り咲いた。牛肉や日本酒に加え、中国向けが停
止しているホタテなどの輸出増が要因。２位が香港、
３位が台湾と続きました。一方で、これまで首位を維持
していた中国が４位に下がりました。

（日本農業新聞　2025年２月５日）

２４年農林水産物・食品　

茶、米けん引　農水省が４日公表した2024年の農林水産物・食
品の輸出額は、前年比3.7％（533億円）増の１兆
5073億円になり、過去最高を更新しました。農産物で
は、緑茶や米などがけん引。国別では、円安や日本
食人気の高まりで米国、台湾、韓国向けが２桁伸び
ました。ただ、25年に２兆円を達成するという政府目
標とは開きが大きく、伸びしろがあると見込まれる牛
肉などの輸出拡大が鍵となります。
　加工品を含む農産物の輸出額は８％増の9818億
円で、過去最高を記録。日本酒や米菓など加工品が
同５％増の5342億円、加工品を除く１次農産品が同
12％増の4428億円でした。処理水問題などで主力
の中国向け輸出が規制されている水産物が苦戦す
る中、農産物の伸びが全体を押し上げました。

国別で２０年ぶり米国トップ

2024年の農林水産物・
食品の輸出額

品目 金額
（億円）

前年比
増加率（％）

農産物
（加工食品含む）
加工食品
　日本酒
　米菓
１次農産品
　 畜産品
　　 牛肉　　　 
　 穀物
　　 米
　 野菜・果実
　　 リンゴ
　　 ブドウ
　　 サツマイモ
　 その他農産物
　　 緑茶
　　 花き　　
林産物
水産物
水産調整品
少額貨物
農林水産物・
食品の合計

9,818
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※▲はマイナス（出所：農水省）

農林水産物・食品の輸出額の推移
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1兆5073億円

輸出１.５兆円 過去最高輸出１.５兆円 過去最高


